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　精確なデータを迅速に提供することが臨床検査室の第一義的な使命ですが，そ

れだけに終始していてよいのでしょうか？　高性能な自動分析装置が普及し，さ

らには標準化が進展して，「誰でもどこでも」が当たり前になってくると，そう

いった疑問が湧き上がってきます．一方，個々の検査値の質は飛躍的に高まりま

したが，果たして，多大な労力を費やした分だけ臨床で活用されているのだろう

か？　という疑問も生じてきます．

　検査室は，精確性や迅速性に加えて何を追求すべきか？　もちろん，最先端

検査技術の開発も大事な仕事ですが，まずは，データに付加価値を付与してい

くことが重要かと思います．それには，検査値が読めるようにならなければいけ

ません．

　本特集は，検査値を判読する能力を養う一助になればと考え企画しました．単

独では疾患特異性に欠ける，あるいは，量的な変動に注目しているだけでは病態

変化を捉えられないような項目であっても，見方を少し変えることによって，格段

と臨床的意義を高めることができるということを学んでいただけると幸いです．さ

らには，付加価値を高め，臨床医が検査を活用するようになると，検査値に対す

る臨床医からの要求が高まり，それをきっかけとして，技術的に飽和状態に達し

たと思い込んでいた検査項目の改善，あるいは新たな検査技術の創出につながる

こともあるということをご理解いただけるとなおうれしく存じます．�（山内 一由）
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日常検査から見える病態─生化学検査①
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